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【附属機関名称】会議概要 

会 議 名 足立区成年後見制度審査会（令和７年度第１回） 

事 務 局 足立区福祉部高齢者施策推進室医療介護連携課権利擁護推進係 

開催年月日 令和７年 ７月１８日（金） 

開 催 時 間 １４時００分 開会 ～ １６時０９分 閉会 

開 催 場 所 すこやかプラザ あだち 大研修室Ｅ 

出 席 者 

（委員） 

八杖会長、矢頭副会長、大輪委員、髙木委員 

（職員） 

医療介護連携課：徳井課長、安香高齢援護第二係長、 

立川権利擁護推進係長 

障がい福祉課：佐々木障がい施策推進担当係長 

障がい援護課：柳瀬課長、和田基幹相談・権利擁護係長、 

村滝基幹相談・権利擁護係主査 

生活支援推進課：小林適正化推進係長 

西部福祉課：飯塚課長 

衛生部中央本町地域・保健総合支援課：秦課長、田中精神保健担当係長 

社会福祉協議会：髙橋福祉事業部長、結城地域福祉部長、 

平成年後見センターあだち課長、 

加藤権利擁護センターあだち課長 

欠 席 者 

医療介護連携課：石河高齢援護第一係長 

福祉管理課：森田課長 

障がい福祉センター：高橋所長 

社会福祉協議会：山本基幹地域包括支援センター課長 

会 議 次 第 別紙のとおり 

資 料 
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（審議経過） 

○徳井医療介護連携課長 定刻となりまし

たので、ただいまから令和７年度第１回足立

区成年後見制度審査会を開会します。 

 大変お忙しいところ、また遠いところ、お

集まりいただきましてありがとうございま

す。すこやかプラザあだちでやります第１回

の審査会となります。私は、事務局の福祉部

医療介護連携課長の徳井と申します。どうぞ

よろしくお願いいたします。 

 審議に先立ちまして、資料を確認させてい

ただきます。本日の資料は、全て一まとまり

にして席上に配付しております。内訳は次の

とおりです。 

 令和７年度第１回足立区成年後見審査会

次第と書かれた、計４０ページにわたる資料

が一束。続きまして、「高齢者あんしん生活

事業」と書かれたパンフレット、それから「安

心して人生の最期を迎えませんか」と書かれ

たチラシ、それから新しくできた成年後見制

度のリーフレットでございます。不足などご

ざいませんでしょうか。ありがとうございま

す。 

 それでは、今年度初めてということもあり、

委員の先生の皆様にも簡単に御挨拶をいた

だきたく存じます。 

 八杖会長からお願いいたします。 

○八杖会長 皆さん、こんにちは。弁護士の

八杖でございます。どうぞよろしくお願いし

ます。 

○矢頭副会長 司法書士の矢頭です。よろし

くお願いします。 

○大輪委員 東京社会福祉士会の大輪と申

します。よろしくお願いいたします。 

○髙木委員 千住公証役場の公証人の髙木

でございます。どうぞよろしくお願いいたし

ます。 

○徳井医療介護連携課長 ありがとうござ

います。 

 また、区側の管理職の入れ替わりもありま

したので、改めて簡単に自己紹介させていた

だきます。 

 柳瀬課長からお願いしても大丈夫でしょ

うか。 

○柳瀬障がい援護課長 皆様、こんにちは。

障がい援護課長の柳瀬と申します。よろしく

お願いいたします。 

○飯塚西部福祉課長 西部福祉課長の飯塚

と申します。どうぞよろしくお願いします。 

○秦中央本町地域・保健総合支援課長 中央

本町地域・保健総合支援課の秦といいます。

ろしくお願いします。 

○髙橋福祉事業部長 社会福祉協議会の福

祉事業部長の髙橋と申します。よろしくお願

いします。 

○結城地域福祉部長 同じく、社会福祉協議

会地域福祉部長の結城でございます。どうぞ

よろしくお願いいたします。 

○徳井医療介護連携課長 なお、名簿にあり

ます森田福祉管理課長、高橋障がい福祉セン

ター所長については、所用のため欠席となっ

ております。大変申し訳ございません。 

 それでは、議事に入っていきたいと思いま

すが、まず本日の出席委員数を報告いたしま

す。委員定数４名のところ、全員出席ですの

で、条例第６条第２項に基づき、本日の審査

会が成立していることを報告させていただ

きます。 

 これ以降の進行は八杖会長にお願いいた

します。 

 なお、議事録作成のため、本日の質疑は録

音させていただきます。御了承ください。 

 また、発言の際には、最初にお名前を述べ

てから発言いただきますようお願いいたし

ます。 

 それでは、八杖会長よろしくお願いいたし
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ます。 

○八杖会長 皆さん、ではどうぞよろしくお

願いします。 

 冒頭、成年後見制度の今の動きについて少

し御報告させていただきたいと思います。報

道等もされていますが、大きく２つの動きが

今あります。 

 １つは、今まで法制審議会で民法の改正、

成年後見どう改正しようかということが議

論されてきまして、ちょうど中間試案が公表

されて、８月２５日までパブリックコメント

に今付されている状況にあります。内容とし

ては、まず包括的代理権は廃止をするという

ことが決まっていること。だから何でもかん

でも後見人ができるというのはなくなると

いうことです。 

 あともう一つは、これまでも何度もお話し

してきましたが、今までの後見というのが大

きい後見だったので、それを絞って小さな後

見にしていくという方向になっていて、具体

的には判断能力の不十分な人が具体的に制

度利用の必要があること、必要性と言われま

すけれど。それから、ほかの方法では対応で

きない場合、これは補充性といわれますけれ

ど、そういった場合に、御本人その人の同意

を得たり意向を踏まえて利用し、必要がなく

なれば終わることができる、そういった制度

にしていこうという方向性は中間試案にも

出ているところです。 

 それを踏まえて、大きく２つの案が今、中

間試案で基本的枠組みのところで提案され

ていまして、１つは、これまでの後見・保佐・

補助のような類型を全て撤廃して、判断能力

が十分でない人、御本人が具体的に必要とし

ていることに絞って保護者に権限が付与さ

れる案、これは乙１案といわれているもので

すけれど、そういう案が１つです。 

 もう一つが、類型を２つにする。判断能力

が不十分な人という類型と判断能力を欠く

状況にある人、今でいうと成年後見類型の人、

こういった２つの類型を設けて、前者の判断

能力が不十分な人の場合には、乙１案と同じ、

具体的な必要性があったら、必要なことに応

じて権限を付与していくということは変わ

らないのですが、判断能力を欠く状況にある

人、そういう類型の人の場合には保護する必

要性が高いと考えて、あらかじめ幾つかの権

限をパッケージ化して、それが御本人の同意

と関係なく自動的に付与される案、乙２案と

呼ばれていますけれど、この２つの案が今、

中間試案でどちらがいいですかと尋ねられ

ているような状況になっています。 

 私は個人的には乙１案を推しております

が、いずれにせよ今までの制度とどこが異な

ってくるかというと、必要なことに絞ってい

こうという方向は変わりませんし、あとは御

本人の意向、この制度利用に関する意向をき

ちんと確認して、意向に沿ってやっていこう

というところは、今後どの案でも考慮される

方向にいきそうな気がしていますから、今の

実務でも御本人の意向を確認されていると

思いますけれど、形式的に確認しているよう

なことが多いような気もしていますが、もう

少し御本人、本当にどうなのかなというとこ

ろをよく考えて、確認していく必要があるの

ではないかなと思っているところです。 

 ８月２５日がパブリックコメントの一応

締切りになっております。それを踏まえて恐

らく法案というのができて、来年度中ぐらい

に国会に上がる、国会で決まってくる。だか

ら新制度は、そのさらに１年後、２年後とい

うことになると思いますけれど、大体そんな

ことが予定されているというのが１つ目、皆

さんに情報提供しておきたいことだと思い

ます。 

 ２つ目が、これも５月の終わりぐらいに厚
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生労働省で地域共生社会の在り方検討会議

というのがずっと開かれてきたのですが、そ

こでそのためにどんなことをしなくてはい

けないかという議論があって、この成年後見

に関係するところですと２つ、中間取りまと

めという中で厚生労働省から報告、提案があ

りました。１つ目が中核機関、これをきちん

と法律で位置づけようと。足立区にも中核機

関ができていますけれど、法制化をしようと

いう動きですね。だから公的に法律上の機関

となって、今までやってきたようなことを制

度化するわけではないですけれど、情報収集

をしたりとか、情報提供したりとか、裁判所

と連携したりとか、そういったところを手厚

くしていこうという提案が一つされていま

す。 

 もう一つは、新日自といわれている、新日

常生活自立支援事業というものを始めたら

どうかという提案がされました。今も社協で

やっている日常生活自立支援事業、地域権利

擁護事業がありますけれど、それの新という

のをつくるんだと。具体的には、まず今まで

は判断能力の不十分な人が日常的な財産管

理と福祉サービスの利用の援助、これをサポ

ートするというところが日自の制度だった

わけですけれど、身寄りのない人がどんどん

増えていくということで、判断能力が低下し

ていない、身寄りのない人も使えるようにし

たらどうか検討してみませんかということ

が一つ挙げられますかね。 

 もう一つは、業務の内容も日常的金銭管理

と福祉サービスの利用援助、ここは変わらな

いのですが、プラスアルファして死後事務、

これについても新日自で対応ができないだ

ろうかと。具体的にどういう制度にしていく

かというのは、また今後、厚生労働省の中の

審議会で検討されるということですが、身寄

りがない人が増えていくことを踏まえて、そ

ういった新しいことをやっていこうと。 

 また、これは成年後見制度が小さくなりま

すから、終わってしまう成年後見制度という

のがたくさん出てくることが予想されてい

ます。終わった後にどうするのというところ

で、新日自に引き継いでいこうという考えも

あるようです。 

 ですので、こういうことが少しずつ国レベ

ルで検討されていますので、まずは皆さんも

そういった動きがあるということを知って

いただくことが一つですかね。 

 あとは、それがあるからどうだということ

ではなくて、今やっていることはそれの延長

線上にありますから、決して間違いではない

ということで、今やっていることをしっかり

取り組んでいただく。ただ、先ほど申し上げ

たとおり、御本人の意向確認であるとか、新

しい制度がポイントとしているところは少

し意識して、今の段階から準備というか、実

務を回していくということをされるとよい

のではないかなと思っております。 

 という情報提供を冒頭させていただきま

して、今日の議事に入っていきたいと思いま

す。 

 では、まず議題に沿って進めてまいります

が、議題の１番、足立区の令和６年度の実績

につきまして、事務局から御説明をいただき

たいと思います。どうぞよろしくお願いしま

す。 

○立川権利擁護推進係長 権利擁護推進係

長の立川と申します。笠尾の後任として４月

から着任しまして、３か月半ほど経ちました。

まだまだ至らないところがありますが、どう

ぞよろしくお願いします。では、座って御説

明いたします。 

 それでは、議題１、令和６年度の実績につ

いて御説明いたします。 

 まず、東京家庭裁判所の公表数値からです。
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お手元の資料では、８ページから１３ページ

右上に、統計資料１から統計資料４と書かれ

ているものになります。こちらは毎年この会

議で御報告させていただいております。東京

家裁が取りまとめたデータを東京都が各自

治体に送付し、我々事務局のほうで２３区の

み抽出し、見やすく加工した資料となってお

ります。区役所で作成する場合は、年度末で

集計することが多いのですが、家裁が作成し

たデータは毎年１２月末時点の数値となっ

ております。 

 ８ページ、統計資料１は、２３区別の成年

後見制度利用者数です。昨年末時点での後

見・保佐・補助・任意後見を利用している人

数となっております。自治体コード順になっ

ておりますので、足立区は２１番目の少し色

がついている行で、後見９０７、保佐２６７、

補助５２、任意後見１５、合計１,２４１件

になります。一番下の行が２３区合計の数値

で、一番右側の列が２３区での多い順の順位

です。足立区は利用者数が４番目に多いとい

うことになります。実は１位の世田谷区から

９位の板橋区まで、１年前と同じ順位になっ

ています。当然といえば当然なのですが、人

口が多い区は成年後見制度利用者数も多い

と言えるかと思います。 

 続きまして、９ページ、統計資料２になり

ます。こちらは２３区別の成年後見関係事件

の申立件数です。令和６年中に新規に成年後

見の申立てが行われた数になります。先ほど

の資料と同様に、足立区は２１番目の色がつ

いている行で、後見１８９、保佐５４、補助

６、任意後見４、合計２５３件となります。

一番下の行が２３区合計の数値で、一番右の

列は２３区での多い順の順位です。足立区は

新規申立ても４番目に多いということにな

ります。前回は２番目に多く、前々回は３番

目に多かったので、今回は少し下がったとい

うことになりますが、件数としては前回２５

２件でしたので、１件増えております。これ

を見ると、理由は不明ですが、世田谷区より

も大田区のほうが多いことが分かります。 

 続きまして、１０ページ、統計資料３、こ

ちらは２３区別の成年後見人等と本人との

関係別割合です。先ほどの令和６年中に新規

に成年後見の申立てが行われた数、足立区な

ら２５３件の内訳になります。こちらも同様

に、足立区は２１番目の少し色がついている

行で、多い順に司法書士３３.７％、弁護士

２２.９％、社会福祉士２１.３％、親族１６.

７％などとなっております。その下に２３区

平均というのがありますが、足立区同様、司

法書士の割合が一番大きくなっております。

その下に令和５年の足立区の数値も記載し

ておりますが、やはり司法書士の割合が一番

大きくなっております。 

 なお、２３区平均と足立区の令和５年と６

年のみ抜き出して、次の１１ページにグラフ

を作成しております。サンプル数が少ない区

と比較することはあまり意味がないかもし

れません。例えば社会福祉士の２３区の平均

は１２.７％となっていますが、千代田区の

それは３４.６％と突出しています。千代田

区のサンプル数はもともと２７件にすぎな

いので、こういうことも起こり得ます。 

 続いて、１２ページ、統計資料４を御覧く

ださい。こちらは足立区の成年後見制度利用

者数及び新規申立件数の過去６年間の推移

となっております。 

 １つ目の表は、利用者数の令和元年から６

年までの推移です。裏の１３ページのグラフ

のほうが分かりやすいので御覧ください。ほ

ぼ横ばいとなっております。類型別では後見

が７割以上を占めております。 

 １２ページに戻って、２つ目の表の新規申

立て件数、こちらは先ほども言いましたとお
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り２５３件ですが、１３ページのグラフでも

分かるとおり、令和３年に一度落ち込んでお

ります。これはコロナ禍の影響と考えており

ますが、その後は少しずつ増えております。

こちらも後見が７割以上となっております。 

 １２ページに戻りまして、３つ目の表は、

２つ目の合計欄の数値を区長申立とそれ以

外に分類したものです。令和６年でいえば、

２５３件のうち区長申立が８１件、それ以外

の本人申立や親族申立が１７２件というこ

とになります。その下にある減少数２４５件

というのは、令和５年の利用者数が１,２３

３件、そこに令和６年の新規２５３件を足す

と１,４８６件になるべきところ、１,２４１

件になっており、その差２４５件少ない。こ

れが減少数で、成年後見制度を終了した人、

つまり亡くなった方がほとんどになります

が、該当します。言葉としては、減少数とい

うよりは、廃止数や終了数のほうが妥当かも

しれません。 

 以上が、東京家庭裁判所の公表数値の分析

となります。 

 続きまして、区長申立審査会の状況につい

て御説明いたします。１４ページを御覧くだ

さい。資料１－２－１、こちらは区長申立審

査会審査件数の推移ですが、家裁の統計資料

とは異なり、４月から翌年３月までの年度の

統計になります。令和２年度から今年度の６

月までの数値が入っております。①高齢者、

②知的障がい者、③精神障がい者と、最後に

合計の表になっております。右寄りの色のつ

いている行、年合計とありますが、こちらは

年度の合計の意味です。その隣の隣に虐待の

列があります。ネットワーク協議会において

提案されて、令和４年度から統計を取り始め

ましたが、年々増えております。区長申立審

査会に諮る際の様式を改良した際に、虐待欄

を追加したことと、いわゆるセルフネグレク

トもカウントすることになった影響と考え

ております。特に知的障がい者においては３

分の１が虐待案件となっておりますが、障が

い援護課の基幹相談・権利擁護係が精力的に

取り組んでおります。 

 数字だけだと分かりづらいので、次の１５

ページ、資料１－２－２としてグラフ化した

ものを添付しました。令和７年度はまだ４月

から６月の３か月分なので、除外します。こ

ちらも令和３年にコロナ禍の影響で落ち込

みましたが、おおむね右肩上がりになってお

ります。どの年度においても、高齢者が大半

の４分の３以上を占めていることが分かり

ます。 

 次に、１６ページ、資料１－２－３を御覧

ください。先ほどの区長申立審査案件の発見

のきっかけになったところがどこになるか

分類したものです。最終的にどこから区長申

立てにつながったかという意味です。例えば、

ふだんから包括支援センターやケアマネジ

ャーが関わっている方でも、徘回して警察に

保護され、その結果、区長申立てにつながっ

た場合は、包括やケアマネジャーではなく警

察・消防にカウントされています。救急車で

緊急搬送され医療機関から区長申立てにつ

ながった場合は、病院にカウントされます。

毎年度通して多いのは、地域包括支援センタ

ー、介護・障がい施設、病院、ケアマネジャ

ーとなっております。 

 続きまして、区民後見人の状況と助成制度

利用者の状況について御説明いたします。１

７ページ、資料１－３を御覧ください。 

 まず、あだち区民後見人の状況ですが、①

令和６年度公募分養成スケジュールは表の

とおりとなっております。現在は、３つ目の

９か月間の養成実務研修の段階に入ってお

ります。残念ながら２名の方が辞退しました

ので、残る２名が研修中となっております。
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研修修了後、来年２月、３月頃にこちらの制

度審査会委員の皆様による面接を経て最終

合格となり、翌令和８年度４月に登録される

スケジュールとなっております。面接の際は

よろしくお願いいたします。 

 次に、区民後見人の登録の状況は②の表の

とおりです。昨年度の研修を経て今年度４人

が新たに登録され、累計で５３人、今月現在

の登録者数は３１人となりました。受任件数

については、令和６年度に新たに５件受任さ

れ、今月現在受任中の件数は１０件となりま

した。 

 最後に、助成制度利用件数の推移です。申

立費用助成と報酬助成について、高齢者、知

的障がい者、精神障がい者及びそれらの合計

の令和２年度から６年度までの５年間の推

移となっております。令和４年から５年にか

けて、さらに令和６年へと、かなり増えてき

ております。今後もこの傾向は続くのではな

いかと考えております。 

 長くなりましたが、議題１、令和６年度の

実績についての説明は以上となります。 

○八杖会長 ありがとうございました。昨年

度の状況が今報告されましたが、委員の先生

方のほうから報告内容について御質問とか

あったらお願いしたいと思いますが、いかが

でしょうか。 

○矢頭副会長 よろしいですか。 

○八杖会長 矢頭さんお願いします。 

○矢頭副会長 司法書士の矢頭です。統計資

料１、２、３というのは、３は見たことある

かな、１、２は初めてですかね。前も出てい

ましたか。 

○立川権利擁護推進係長 前回も出してお

ります。 

○矢頭副会長 すみません。これ拝見して思

ったのが、足立区の場合、統計資料１による

と、人口が多いのに伴って順位としては４番

ということですが、補助に着目すると、４位

という割には数字的には５２件ということ

で、５２件というのは補助の中でほかを見る

と、それほど多いわけではない。むしろ少な

い部類かなと。これは任意後見ももしかした

ら言えるのかなと思うわけです。ちなみに３

番目の大田区は１１０件が補助、任意後見が

３５件ということですので、保佐はそれなり

の数字かなと思いつつも、補助が若干数字と

しては少ないということです。第二期基本計

画の中でもやはり補助・保佐、それから任意

後見を優先して取り組むということにもな

っている中で、補助の利用者件数というのが

今後増えていくということが足立区の中で

も望ましいかなと。 

 特に全国的に見ると、補助が多いのが京都

だと言われていまして、これはどちらかとい

うと京都市の市長申立てがなかなか件数的

に伸びないので、話によると、地域包括等の

現場の方々が、本人に申立てができる能力が

あるうちからアプローチして、申立てにつな

げていっている傾向が見て取れるというの

が１点と、もう一つは、法テラスの助成制度

の活用を結構しているそうでありますので、

そういった中で、足立区が今後、この補助類

型に相当するような方々に対しての取組を

包括として考えていく必要があるかなと思

いました。 

 以上です。 

○八杖会長 ありがとうございます。御意見

ということだと思いますけれど、補助につい

て、社協のほうで今の意見を踏まえて、こう

いうことをしていますとか、していきたいと

思っているとか、課題がこんなところにあり

ますとか、何かありますか。平さん、お願い

します。 

○平成年後見センターあだち課長 成年後

見センターの平です。 
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 補助の方だと、そもそも補助類型の方の相

談自体が、ほかの類型と違って、センターの

ほうに入ってくる数としては少ないところ

があるのかなと思っています。全然やってい

ないわけではなくて、補助の申立ての支援も

もちろんしますけれど、補助制度については

ほかの介護サービスだとか、いろんなところ

でいろんな方たちが恐らく支援しながら支

えている状況なのかなという気がして、逆を

言うと、そういうところで後見制度に頼らな

くても生活できるような仕組みが足立では

できているということも考えられるのかな

と思いました。 

○八杖会長 徳井さんお願いします。 

○徳井医療介護連携課長 医療介護連携課

長の徳井でございます。 

 先日行われた成年後見制度ネットワーク、

後でその報告をしようかなと思っていたの

ですが、その中で、成年後見については認知

度が高いのだけれども、保佐・補助について

はそれ何だと言われることが多いという指

摘を受けたところでございます。今後、成年

後見の認知度を上げるというのもミッショ

ンの一つになってきますが、保佐・補助とい

うのもあわせて認知度を上げていかなけれ

ばいけないということで、区としては課題感

を持っているところでございます。 

○八杖会長 ありがとうございます。 

 矢頭さんはどうですか。 

○矢頭副会長 先ほど八杖会長からも御報

告があったとおり、今後は類型という概念が

なくなるということが想定されている中な

ので、補助というカテゴリーというものがな

くなって、そういう意味においてどう取り組

んでいくかというのが少し分かりにくくな

ってしまう可能性はありますが、一つは、実

は私、足立区内の案件で補助を１件受けてい

ます。これは当初、地域包括から御依頼いた

だいて、任意後見の件で御相談に乗っていた

のですが、御本人の健康上の問題で補助の申

立てをしたというところがありますので、地

域包括としては任意後見をお勧めされてい

た方が判断能力の低下によって補助になっ

たというところもあるので、そういう意味に

おいて判断能力が重度に低下した方という

よりも、今しっかりしている方に対しても目

配りをされているというところをもっと広

げていく必要が今後あるのだろうなと思っ

ています。 

 以上です。 

○八杖会長 ありがとうございます。先ほど

補充性のお話もして、後見制度でないほうで

対応できる場合にはそういった方法、例えば

日常生活自立支援事業とか、そういったこと

でも対応していきましょうということをお

話ししました。ですから、どんな制度にも引

っかかっていなくて放置状態に、支援が必要

なのに行き届いてないということはまずい

のかなと思いますけれど、補助に限らずほか

の制度でしっかり対応できているというこ

とであればよいような気もしますので、そう

いった視点でこれから足立区内でどうして

いこうことをまた考えていかなくてはなら

ないのかなと、私はお話を聞いていて思いま

した。 

 ほかいかがでしょうか。１つ目はよろしい

ですか。また、次以降の議題にもいろいろ今

の統計的な資料は関わってくると思います

ので、何かあった場合には、次以降の議題の

ところで併せて御質問いただければと思い

ます。 

 では、続きまして、議題の２番にいきたい

と思います。令和６年度の実施結果と今後の

取り組みについて御報告をお願いしたいと

思います。よろしくお願いします。 

○立川権利擁護推進係長 権利擁護推進係
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長の立川です。 

 それでは、議題２、令和６年度の実績と今

後の取り組みについてのうち、年間実施計画

について御説明いたします。 

 まず、１８ページ、資料２－１－１を御覧

ください。こちらは令和６年度の実績でござ

います。４月から翌年３月までの会議や講座

等がいつ開催されたかが分かる表になって

おります。数字は日付で、例えば成年後見制

度審査会は第１回が７月１９日、第２回が１

２月５日、第３回が２月１９日に開催された

ことを表します。困難事例検討会の７、８、

１１、２月は数字が２つ入っております。こ

れは案件数が多かったので、その月に２回開

催されたことを意味します。 

 同様に、１９ページ、資料２－１－２、こ

ちらは今年度のスケジュールになっており

ます。成年後見制度審査会は第１回が本日７

月１８日の開催、第２回は１１月１３日、第

３回は調整中となっております。あだち区民

後見人は２列になっておりますが、左側の列

は前年度に公募した方のスケジュール、右側

は今年度、これから公募する方のスケジュー

ルになります。 

 私からは以上となります。 

 ２０ページ、資料２－２以降は各担当から

御説明いたします。よろしくお願いします。 

○八杖会長 すみません、各担当から御報告

いただくときに、先ほど昨年度の大体こんな

感じというのを御報告いただきましたよね。

それぞれ、あと各担当で高齢分野、知的障が

い分野、精神障がい分野というのがあると思

いますので、昨年度の評価ではないですけれ

ど、大体予想どおりであったのか、どうなの

かということも含めて一言付け加えていた

だきたいと思います。よろしくお願いします。 

○平成年後見センターあだち課長 それで

は、成年後見センターあだちの平より、成年

後見制度支援事業に関する報告をさせてい

ただきます。６年度の分析もしながらお話し

できればと思っております。資料は２０ペー

ジを御覧いただきたいです。 

 まず、令和６年度からですけれど、これま

で権利擁護センターあだちで地域福祉権利

擁護事業や、後からお話しさせていただくあ

んしん生活支援事業と、あと成年後見制度に

関する事業も行っていたのですけれど、令和

６年度にまず社協内で成年後見センターあ

だちが、一つの課として立ち上がりました。

ただ、一般の皆さんに周知するのは、こちら

の江北のすこやかプラザに移った今年の４

月２１日からとなっておりましたが、社協と

しては新しく、成年後見センターあだちが課

として出来上がったというところが、一つ６

年度にあるかなと思っております。 

 それでは、１つ目の成年後見制度に関する

相談支援ということで、まず相談件数でござ

います。総数ですが、合計２,６９０件で、

令和５年度と比較しますと７２件の減とな

っております。ただ、内容を見ると、初回相

談に関しては１５１件の増で、結構忙しかっ

たかなというのが私の中の実感ではありま

す。職員も代わったりする中で、相談がたく

さん入って対応していたかなと思います。継

続相談というところで、ここは推測ですが、

初回相談があって、初回の記録はすぐ打つの

ですけれど、継続相談となると、後でまとめ

てみたいな形で、書き込めないところもあっ

たりするので、７２件のマイナスですが、実

感としてはそれほど減っているとは感じて

おりません。 

 それが一つと、あと（２）の相談内容のと

ころでございます。相談内容に関しましては、

これはいろいろ入ってきた相談をシステム

でチェックして出しています。一番上の成年

後見制度を除いた数字として一番多い相談
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が金銭管理、次が親族申立、地域福祉権利擁

護事業が３番、高齢者あんしん生活支援事業

が４番、本人申立に関するところにチェック

が入るのが５番ということで、内容について

は次ページにもあります、前年度のものと比

べてもほぼほぼ変わっていないかなと思っ

ております。 

 ただ、令和６年度までは権利擁護センター

で受ける地域福祉権利擁護事業だとか、あん

しん生活支援事業も同じ相談システムを使

って記録を書いたりしていた関係で、地権だ

とかあんしんの数が上がってきているので

すけれど、今年度からは完全に分かれている

形を取っていますので、今年度以降の集計に

関しては、地域福祉権利擁護事業、あんしん

生活支援事業の件数はぐっと、減っているよ

うな状況でございます。 

 続きまして、２ページ目です。（３）の申

立て支援のところです。これは後見制度等の

利用意向を確認して相談が入って、それで後

見制度の利用をもう１回確認して、実際、申

立てに向けて動く中で、例えば候補者の調整

だとか書類作成、具体的な支援を行ったもの

をつけております。令和６年度は、件数でい

うと６６件というところで、圧倒的に多いの

が高齢者でした。高齢者が５７件、知的障が

い者が３件、精神障がい者が５件でした。あ

とは書いてあるとおりです。令和５年度と比

べると１２件増えております。 

 次のイの専門職依頼のところですが、これ

は先ほどの前半部分で出た、権利擁護推進係

のほうから報告していただきました数字と

同様、専門職依頼については、私たちが依頼

した数でも司法書士の方たちが一番多かっ

たです。２７件ですね。法人後見については、

１つ目が足立区で活躍されているＮＰＯ法

人のパプリカ、もう一つが北千住パブリック、

もう一つが社協の法人後見というところで、

３つございます。 

 依頼内容については、候補者の依頼が６１

件と、あと申立書の作成をお願いしたという

のが１９件。その他は相続関係でお願いした

のが１件と、あと任意後見関係が２件で、そ

の他でつけさせていただいております。 

 次に、ウの申立て支援の類型、申立人とい

うところになります。類型に関しては、圧倒

的に後見後類型が多いです。補助に関しては

６件でした。申立人は、私たちは本人申立て、

親族申立てを中心に支援しますので、本人が

２３件、親族が２５件となっております。 

 令和６年度のケースで鑑定が入っていた

り、審判がまだ出ていなかったりというのが

何件かあるので、まだ最終的に締められない

のですけれど、支援の終結まで、相談が入っ

てから選任されて引継ぎというところまで

の時間が、令和５年度だと平均すると６.７

か月かかっていたんですけれど、令和６年度

に関しては、今のところ終わったケースまで

ですが、平均すると４.５か月というところ

で、私たち自身もできるだけスピーディーに

申立てをしていこうというふうに去年は中

で確認して進めていったところが、平均を取

ったらすごく出てきていたのが特徴かなと

思っています。 

 次の２の専門職による相談会の実施です

が、個別の専門職相談、高齢者、障がい者の

ための相談会を、弁護士による法律相談と司

法書士による成年後見制度・相続相談という

ことで、各月１回につき２枠というところで

相談会を開催しております。弁護士相談は９

回開催して、１７組が御参加いただきました。

司法書士相談は１０回開催して、１９組の方

に御参加いただきました。あとは専門職よる

相談会というところで、（３）の成年後見・

相続・遺言・司法書士無料相談会という相談

会を、リーガルサポート東京支部と共同で毎
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年開催しておりまして、去年は２４組御参加

いただきました。 

 次の３番目が、区民・関係機関への成年後

見制度等の説明・周知です。小規模講座、出

前講座を昨年は１２回開催しております。特

徴としては、高齢が１件だったのに対し、知

的障がいが６件、精神障がいが３件というと

ころで、そのほかは病院関係と聴覚障がいの

団体からというところを一部その他にさせ

ていただいたのですけれど、高齢よりも知的

障がいとか精神障がいの団体からの出前講

座の御依頼が多かったのが特徴かなと思っ

ております。成年後見制度の相談に関しても

高齢の方からのものが多いので、そこは今後

も積極的にこういう出前講座、小規模講座を

高齢者以外の方たちを対象に行っていって、

そういった方たちからの制度相談等も今後

増やしていけるといいかなと思っておりま

す。 

 （２）が親族向け相談、（３）が介護支援

専門員、包括職員向け講座、（４）が行政職

向け講座で、こちらは表のとおりでございま

す。 

 ４番目が足立区成年後見人連絡会の開催

です。昨年度は３回開催しております。それ

ぞれ表のとおり、弁護士がどうしても少ない

のですけれど、司法書士、社会福祉士、行政

書士、区民後見人、地域包括等も含めて、い

ろんな方に毎回御参加いただいております。

毎回皆さんにどういうことで困っているか

等お話を聞いた上で、次の会の内容を考える

ようにしております。ちなみに来週、２５日

の金曜日の夜に今年度第１回目をやるので

すが、死後事務について司法書士の先生から

お話を伺う予定です。興味を持つ方が多いよ

うで、トータルすると５０人を超える方に申

込みいただいております。 

 ５番目が緊急事務管理です。こちらは表の

とおりです。 

 ６番目があだち区民後見人の養成・支援と

いうところで、法人後見監督、法人後見もこ

ちらに入れております。あだち区民後見人養

成講座は区からの委託で、こちらが実施して

おりまして、昨年度は４名の方を養成させて

いただきました。講座に関しましては、こち

らの表のとおりでございます。座学と、あと

プラスアルファで、権利擁護事業の生活支援

員として実務をやっていただいております。

４名受講して、４名とも合格されました。ま

だ受任はしていないのですが、今年度中に１

人か２人、声かけできるかなと思っておりま

す。 

 （２）が区民後見人受任状況です。こちら、

私たちで言うと法人後見監督になります。今

現在、区民後見人を受任できる体制にある方

が２９名いらっしゃいまして、実際に受任し

てくださっている方が、令和６年度末で１１

名。さっきの区の数値と違うのは、５月に１

人お亡くなりになったので、今現在、この７

月現在だと１０名となっております。 

 （３）が区民後見人交流会。これも毎年行

っている交流会で、昨年度は２回開催いたし

ました。 

 （４）が法人後見の実施です。こちらの社

協の法人後見は、あくまで区民後見人の単独

受任へつなぐための法人後見ということで

やっておりまして、令和６年度末で受任して

いるのが４名です。今、もう１人申立てをし

て、調査官面談待ちの方がいらっしゃるので、

近々もう１人増える予定です。区民後見人へ

移行した方が１名おりますが、今年度は、今、

後見支援員をやっていただいている方が１

名いらっしゃるので、その方を年度内に単独

受任をお願いするというのと、あともう１件、

昨年合格された方に声かけし、法人後見支援

員をお願いしたいと思っております。法人後
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見審査会は２回開催いたしました。 

 成年後見センターあだちからの御報告は

以上となります。 

○和田基幹相談・権利擁護係長 続きまして、

障がい援護課基幹相談・権利擁護係の和田で

ございます。先ほど実績についての所管での

所見をということがありましたので、私から

は知的障がい者の分野についてお話しした

いと思います。 

 １４ページを御覧ください。１４ページに

区長申立審査会の件数の推移、②が知的障が

いのところでございます。昨年度、令和６年

度では合計１８件ということで、ここ５年で

一番申立てを検討した件数が多かったとい

うところで、想定内か想定外かというところ

でいいますと、従前に法人に向けて権利侵害

のリスクだとか、後見申立てが必要な方につ

いてしっかりリサーチをするという事業を

行っておりましたので、そういった事業の成

果の中で想定されるところで増えてきたと

思っております。あわせて、虐待に関しても、

この中、６件というところでは、近年の中で

も多い数字でございます。昨年度、施設従事

者虐待と養護者虐待を知的・身体については

部門を分けたことで、それぞれ専門分化した

中で集中的に調査ですとか、養護者支援だと

か行っております。養護者支援の中で、高齢

化によりどうしても金銭管理がうまくいか

なくなってしまったケースや、あるいは搾取

のような事案もありまして、このように虐待

認定に至ったという状況です。 

 続きまして、平均年齢のところですが、成

人年齢の引下げがあり、昨年度は未成年の方

の成年後見の申立てというのもございまし

た。ですので、平均年齢４０、母数が少ない

ので１件そういう事例があると、ぐっと下が

り、未成年の方の成年後見の申立てという中

でこのような数字になっているという状況

です。 

 先ほど八杖会長からも、これからの成年後

見制度の見直しの話がございましたが、どう

いった形で必要な時期と必要なことが終わ

ったときに違う制度に移行していくのかと

考えたときに、障がいの方というのは長いラ

イフステージの中で、こういった制度の利用

や活用する時期とまた違うやり方で支援す

る時期とがあると思われますので、御本人の

意思決定支援ですとか、そういったところも

含めて取り組まなくてはいけない課題と感

じております。 

 続きまして、１７ページが報酬助成の実績

のところで、下段の表の知的障がい者のとこ

ろ、こちらの表を見ますと、報酬助成のほう

もここのところ一番ということになります

が、こちらの要因としては。 

○村滝基幹相談・権利擁護係主査 基幹相

談・権利擁護係、村滝です。 

 要因としては、今まで報酬助成を使ってい

なかった方が急に報酬助成を使われたり、あ

るいは本人・親族申立てを行った方が新たに

報酬助成を利用したりする方が増えたとい

うことで、今年度も同程度の数字、あるいは

それ以上を見込むような形になっておりま

す。 

 審判請求助成については数字が下がって

いるのですけども、こちらについては今後、

活用促進をすべきと考えているところであ

ります。 

○和田基幹相談・権利擁護係長 申立て当初

は助成が必要でなかったけれども、必要な時

期が来たという方もいれば、新たに制度を利

用する方もいますので、その辺りの周知対象

の分析はこれからも進めていきたいと思っ

ております。 

 続きまして、２６ページの資料を御覧くだ

さい。こちらは成年後見制度の利用促進の知
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的障がい者分野に係る取り組みについてと

いうことで、１の部分が令和６年度の実績で

ございます。実施した内容は７月、９月、３

月、記載のとおりでございます。その中で、

先ほども申し上げましたとおり、令和５年度

にはあだちの里という社会福祉法人に、成年

後見制度につなぐ必要がある方について挙

げていただいて、そちらについて区長申立て

が昨年２名、親族申立て予定の方が１名、経

過観察が４名という形で進めています。 

 昨年については７月に、あだちの里ではな

く、あいのわ福祉会のほうに同じような調査

を行いました。その中でモデルケースを挙げ

ていただいたところ、６名の方が対象として

挙がりました。そのうち区長申立てが２件、

そのほかのアプローチとしては４件という

ところです。 

そのほか、障がいのある方の権利擁護です

とか、こういった成年後見制度、地域共生社

会などの見直しを含め、障がいのある方の意

思決定支援について、また障がいに関する差

別解消合理的配慮の周知というところでは、

１２月、１月、２月と、セミナーですとか、

部会で成年後見制度を取り上げる活動も行

いました。 

 続きまして、７年度の計画ですが、先ほど

平課長からもありましたように、障がいの関

連の事業所ですとか家族会からの関心も上

がっていますので、そういった事業のイベン

ト等も行っていこうと思っております。具体

的な内容については表のとおりです。 

 特に家族会向けの各種啓発では、御家族が

お子さんの成年後見制度等を知りたいとい

う場面と、御自身のことを知りたいという、

御高齢になってきて御自身が認知症になっ

たらということで知りたいという場面等も

ありますので、それぞれの御要望に合わせた

ような講座の組立てができたらよいかと思

っているところでございます。 

 続きまして、２７ページ、こちらはこの後

の議事にあります課題と目標の進捗状況の

知的障がいの部分について、どんな進捗にあ

るのかというところを取り出した内容でご

ざいます。 

 項目「１ 地域連携ネットワーク」の中で

相談体制をどうするかというところでは、知

的障がいの分野につきましては、現状としま

して、権利侵害のリスクの高い障がい者の把

握が不十分という課題があります。まずは障

がいのある方自身がそういったことの訴え

が少ないという部分と、また御家族も長年の

経済的な部分も含めて、御家族の習慣の中で

それが権利侵害になっているという自覚が

ない場面というのもございます。 

 あわせて、先ほどから申し上げていますよ

うに、御家族が御高齢になっていて、そもそ

も認知症の状況でお子さんに十分に気持ち

を持って接している、愛情は十分にあるのに、

ネグレクトの状態で、お金の部分にも目が届

かなくなってしまったというケースでは、御

本人も御家族も御自身から訴えることが難

しいという状況にあります。 

 そういった障がいのある方について、どう

いうふうに把握していくか、先ほど申しまし

たように法人に向けて、アンケートを踏まえ

て、各法人や相談支援事業所、通所の事業所、

家族会へ、困っていそうな方がいないかとい

うリサーチを進める取組を展開していきた

いと考えております。 

 もう一つ、２番目は障がい援護職員向けと

いうところです。障がい援護課では、障害福

祉サービスの決定ですとか、そういったとこ

ろで障がいのある方に定期的に関わる機会

がございます。その中でしっかりと権利侵害、

虐待等のリスクの早期発見に視点を置いた

チェックができるように、障がい援護職員の
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育成も研修を通じてしていきたいと思って

おります。 

 続きまして、項目の２番目、チームについ

てというところです。これまで３７ページの

地域の課題のところでも、知的障がいの方は

なかなかチーム形成が難しいという課題が

指摘されていました。支援チームの形成等、

継続的な連携体制の確立に課題があるとい

うところが現状としてはあります。障がいの

ある方は多様な活動や背景を持つので、関係

機関とのつながりの有無により、支援状況が

大きく異なっています。また、日常的な支援

だけではなく、将来の不安や「親なき後」な

ど、長期的な視点での対応が求められていま

す。 

 そういった状況と、もう一つ現状としては、

そうした多様な支援機関、相談、医療、労働

等の機関からの意見集約や共有というのも

まだ不十分ではないかという課題感がござ

います。 

 これに対しましての解決策としては、２点

挙げております。 

 １点目は、地域自立支援協議会、平課長に

も部会長を務めていただいているのですが、

権利擁護部会での意見交換では、相談、医療、

労働機関からの出席者もございますので、ど

うやったら多機関との連携がうまくいくか

継続的に打合せして、打開策を考えていきた

いと思っています。 

 あわせて、２点目としましては相談支援へ

のアプローチです。実働チームへの支援を強

化したいと思います。高齢のチームの場合は、

ケアマネジャーに包括、包括に基幹包括のよ

うな支援者を支援する流れが確立されてい

ると思うのですが、障がいのほうでも、私ど

も基幹相談支援センターが中核となって、そ

うした支援チームにケースマネジメント機

能と権利擁護視点の道筋をにつけていくよ

うな関わりを今始めております。実行役とし

ましては、基幹相談・権利擁護係と主任相談

支援専門員という、各相談支援事業所にいる

主任クラスの相談支援専門員とがタッグを

組んで、各相談支援事業所にアプローチをし

ていくような方法ですとか、今、地域生活支

援拠点のほうでも、昨年度から拠点のコーデ

ィネーターという方がつきましたので、そう

いった方と一緒にそういったチームへの働

きかけを行っていきたいと思います。 

 そうした御本人を取り巻くチームと基幹

等で、緊急事案に迅速対応ができる体制を確

保して、日常的な対応から予防的支援につな

げる仕組みを整備して、権利擁護の強化を図

るような取組を行っていきたいと思ってお

ります。 

 知的障がいの分野については、以上でござ

います。 

○田中精神保健担当係長 中央本町地域・保

健総合支援課精神保健担当の田中と申しま

す。精神障がいについて御説明させていただ

きます。よろしくお願いいたします。 

 資料２－４を御覧ください。 

 まず、昨年度の精神分野での小規模講座の

実施状況です。御家族向けと一般区民向け、

そして申請を受ける保健師などの職員向け

にそれぞれ行っております。家族向けは、保

健センターで行っている家族会の中で実施

させていただきました。一般区民向けのもの

は、精神障がいのある方の親族などで成年後

見制度に関心のある方を、広報で募って行い

ました。職員向けについては、これも毎年実

施していますが、成年後見の手続や制度につ

いて講座を行いました。今年度も職員向けと、

一般区民向け、または家族向けということで

予定をしているところです。また、精神の施

設向けなどを行うこともいいのではないか

と考えております。 
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 そして、令和６年度の実績ですが、精神の

分野では区長申立てが５件でした。例年２、

３件でいたところに昨年度は５件でしたの

で、令和６年度は多いなという印象でした。

５件の内訳は、入院中の方で、病院から成年

後見の相談があったものが１件、グループホ

ームなどの施設に入っている方が２件、その

他地域にお住まいの方で、今までは親御さん

がいらしたけれども、施設に入り管理ができ

なくなったという方と、御本人の状態が悪く

なってきて、成年後見を入れたほうが良いと

いう判断にて導入したケースがありました。 

 精神の分野では、保健師が成年後見の申立

てを行います。増えてはきていますけれども、

まだまだ申立ての事務をやっていない職員

も多いです。まず申立ての依頼があったとき

に、きちんとスムーズに手続きができるとい

うことは基本であり、周知徹底していくとい

うことと、相談があった場合に、御本人や御

家族からは成年後見というワードが出なく

ても、提案の選択肢として成年後見をきちん

と案内ができるよう、担当者によって理解や

案内に差が出ないようにやっていきたいと

思っております。 

 以上になります。 

○八杖会長 これで皆さん御報告いただい

た形でよかったでしょうか。 

 では、今御報告いただいた内容に御質問等

あったらお願いしたいと思います。 

 まず、成年後見センターあだちのところで、

平課長から御報告いただきましたけど、それ

に関して何かございますか。 

 私からちょっといいですか。相談の件数が

たくさん書かれて、どんな相談だったかとい

う項目分けがされていますよね。前年度と比

較した場合にものすごく増えている類型が

あって、１つが、虐待・親族間紛争等の家族

問題というのが１９３件、前年度は２２件だ

ったのですよね。そこがどういったものなの

かなというのが知りたかったのが１つと、も

う一つが、苦情というのが前年度、これも２

５件だったのが１４３件、苦情は権利擁護と

いうのを書いていますけれども、何か分かる

ことがあれば傾向のようなものを教えてい

ただきたいと思ったのですけれども、いかが

でしょうか。 

○平成年後見センターあだち課長 成年後

見センターの平です。 

 個々の分析については、やりきれてないと

いうか、担当がこれかなと思うところに複数

チェックをしていくので、どうなのか分から

ないのですが、虐待・親族紛争関係の申立て

の相談も包括から入ってきたりして、継続的

に家族に介入してから申立てに進めていま

す。こうしたケースは時間がかなりかかり、

何度も足を運んで関係機関とやり取りして

進めています。申立てに反対していない親族

をようやく引っ張ってきて、親族申立てです

という支援も何件かさせていただいていた

ので、そういう支援期間の長さから来る回数

増もあるのかなと思っております。 

 苦情についても、特に何かの苦情が多かっ

たという認識は、今は私の中では分からない

ので、そこは持ち帰らせていただいて、また

次回お話しさせていただければと思います

が、よろしいですか。 

○八杖会長 突然の質問で申し訳なかった

ですけど、後で出てくる課題と目標の中にも

苦情体制をどうするかみたいな話もあった

かと思うので、かなり件数が増えたのが気に

なったところではあったので、もし確認して

いただいて情報提供できることがあれば、お

願いをしたいと思います。よろしくお願いし

ます。 

 ほかいかがでしょうか。今のは成年後見セ

ンター、中核機関からの報告でしたけれど、
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よろしいですか。 

○大輪委員 では、１件よろしいですか。 

○八杖会長 大輪さん、お願いします。 

○大輪委員 成年後見センターのほうでお

願いしたいと思います。 

 申立て支援の本人・親族の申立てというと

ころで、今年は去年に比べると親族申立てが

少し伸びているかなという数値かと思いま

すが、どのくらいの時間をかけて申立て支援

は行われているのかということとあわせて、

どの辺が一番大変な部分であるかという御

報告を少しいただければと存じます。 

○平成年後見センターあだち課長 ありが

とうございます。令和６年度はその前に比べ

ると親族申立てが大分増えているというと

ころはあるかと思いますが、時間に関しては

ケースごとに何とも言えないところです。た

だ、前年度は平均すると全部で６.７か月、

こちらに相談が入ってから選任されるまで

かかったのですけれど、昨年度に関しては、

まだ集計途中ではありますが、４.５か月と

いうところで、そこは私たちもできるだけ時

間をかけないように、スピーディーに申立て

まで持っていきたいと動いています。 

 ですので、申立てがすぐできるものに関し

ては、できるだけ早くと思ってやっているの

ですけれど、ただ、どうしてもスピーディー

にできないケースも多々ありまして、御親族

の虐待のケースもそうですが、申立者、高齢

のお父様、お母様が知的障がいの子供の申立

てを行うケース、何回説明してもなかなかう

まく入らなくて、それでも区長申立てではな

くて、申立てしたいという気持ちはあるので、

そこは何度も何度も足を運んでお話ししな

がら進めているようなやり方でさせていた

だいています。 

 ですから、親族申立てに関しては、親族に

理解していただけない中での親族申立ては

できないと思っているので、きちんと理解し

て、親族がやってもいいというか、申立人に

なり得る親族の方がいらっしゃったら、細か

く説明をして同意を得て進めています。同意

が取れないようであれば、区長申立てでお願

いするという方法でさせていただいていま

す。 

○大輪委員 すみません。お聞きしたのは、

先ほどの区民後見人がまだ受任されていな

い方も多い中で、こういったところに区民後

見人のお力を借りたりしているところもほ

かの行政ではあるので、そんなことも御検討

されているのかどうか説明していただけま

すでしょうか。 

○平成年後見センターあだち課長 ありが

とうございます。区民後見人で、今現在、登

録している方は２９名いらっしゃるのです

が、実際、お仕事の関係で受任が難しいとい

う方もいます。確かにまだ受任できる方とい

うのは何名かいらっしゃるかなと私たちも

思っております。 

 ただ、今まで区民後見人にお願いできるケ

ースとして、区長申立てで区民後見人が候補

者として挙がったケースと、あと、地権事業、

あんしん事業からの後見制度へのリレーと

いうところ、あと専門職からのリレーという

ところと、私たちの法人後見からのリレーと

いうところに限られてきた部分であって、私

たちは一般の相談から区民後見人にという

流れについてはこれまでやっていませんで

した。ただ、区のほうとも話しておりまして、

今後は、例えば生保も受けていたけども廃止

になってしまって、それで施設で保証人が必

要だとか、区民後見人でも十分対応できる本

人申立てや親族申立てのケースも中にはあ

るので、区民後見人を候補者にできるように、

今、区と話し合いをしているところでござい

ます。 
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○大輪委員 ありがとうございます。候補者

だけではなくて、申立てを支援する、そうい

った役割を担っていただくということも他

のところではお聞きしているところで、長期

で待たされてモチベーションが下がってし

まわないようにするための幾つかのアイデ

アがあったらいいかなと考えます。よろしく

お願いします。 

○平成年後見センターあだち課長 ありが

とうございます。 

○八杖会長 知的障がいの御報告をいただ

きましたが、中期的な計画を立てながらも、

今、申立てにつなげていただいている状況を

よく御説明いただいて、課題の整理などもさ

れているなというふうに感じたのですが、皆

さんのほうで御質問などございますか。今の

ような状況で進めていただくのがよろしい

のかなと感じましたけれど、そういう感じで

よろしいですか。 

○矢頭副会長 いいですか。 

○八杖会長 どうぞ。 

○矢頭副会長 矢頭です。 

 あいのわ福祉会で講演をさせていただい

て関わらせていただきまして、あれをきっか

けに増えればいいなというところで、資料２

－３を拝見しますと、例えばあだちの里は区

長申立て２名、親族申立て予定１名、経過観

察４名で、その下のあいのわ福祉会は区長申

立て２名、経過観察４名ということなので、

区長申立ては多分、申立てしていただけるよ

うな親族の方がいらっしゃらないようなケ

ース、ほかの親族が支援をされているケース

では残念ながら１件だけで、ほかは経過観察

ということは、今のところまだそこまで乗り

気ではないというところなので、なかなか厳

しいなという印象を持ちました。 

 講演会の中でも申し上げたのは、どうして

も知的障がい者のそういった方々、成年後見

に対する親族の方の御理解、ここが進まない

ことには一歩も前に進まないだろうという

ところで、そういった御親族の方自身にいろ

いろ考えていただくワーキンググループを

つくっていただいた例を御紹介していただ

いたので、ある意味ではまたそういった機会

を、御親族の方々が考えていただけるような

機会をつくっていただけたらどうかと感じ

た次第です。これは多分、一歩ずつやってい

かなくてはいけないのだろうと感じており

ます。 

○八杖会長 ありがとうございます。今のこ

とについて何かコメントはございますか。 

○和田基幹相談・権利擁護係長 ありがとう

ございます。家族会なども後見人のことを知

りたいというわけではなくても、例えばまる

ごと相談に興味があると、区へそういった説

明の依頼が入ったときに、実際お話をしに行

くと、どんな話になるかというと、「親なき

後」のことであるとか、また、自身のことは

置いておいても、やはり気になる御家族が周

りにいるというお話はかなりありますので、

そういったところを１個１個聞きながら、実

際、「後見の申立てはこういうことですよ」

ということを、小グループで対話すると進み

そうではと感じましたし、手応えもありまし

たので、そういった取組をこれからも進めて

まいりたいと思います。 

○八杖会長 ありがとうございます。 

 では、最後は精神ということになりますけ

れど、資料２－４ですかね、委員の先生方か

ら何かございますか。 

 なかなか精神は難しいですよね。対象者が

どこなのかというのが、これを見ていて、家

族向けというのも精神障がいのある方の御

家族という趣旨だと思うのですけど、まだい

ろんなことができる方も多いということで、

話の持っていき方とか難しいなと思いまし
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たし、一般区民向けというのも、これは当事

者の方という趣旨になってくるのですかね。 

○田中精神保健担当係長 一般区民向けな

のですが、精神障がいに関係する御家族でし

たり、その支援者というところです。 

○八杖会長 なので、講演会や講座をした後

にどうつなげてったらいいのかというのが

非常に難しいなというのを感じるところで

すね。ここは大輪さん、何かありますか。い

いつなぎ方みたいなのは。なかなか難しいで

すか。無理に振りました。 

○大輪委員 つなぎ方ではないのですけど、

今、精神の手帳をお持ちの中に発達障がいの

方もすごく若い方で増えてきているなと思

っていますので、そういう対象を少し分けて、

本人向けに説明をきちんとできるような仕

組みがあるといいなと思いました。 

○八杖会長 ありがとうございます。 

 あと、先ほど矢頭さんが言っていましたけ

ど、補助制度をもっと、どんなふうに使える

のかというのを具体例も含めて情報提供し

ていって、補助制度は特定のそのことが終わ

ったら終了することができるじゃないです

か。だからそれほど負担もなく、自分の使い

たいところだけ使えるという制度だと思う

ので、そういう路線もあるのかなという気も

いたしました。 

 ですから、重たい人というよりか、もっと、

多分参加されている、特に一般区民向けです

と、軽い人とか、少しだけうまく使えないか

というところにスポットを当ててみてもい

いのかなと思った次第です。 

○大輪委員 誘いかけがすごく難しいです

よね。精神障がいの方といって講座をやると

いうのも、なかなか難しくて。 

○八杖会長 だから、権利擁護の研修とかに

なるのですかね。 

○大輪委員 そうです。 

○八杖会長 それで、別に成年後見制度に限

らないで、日常生活自立支援事業は精神の方

につながっているものも多いと思いますし、

どんなことで自分の生活を成り立たせるこ

とができるかみたいな感じのほうがお誘い

しやすいですかね。 

○大輪委員 あとは出張相談みたいな、デイ

ケアとかというところに具体的に出張で説

明会を行うなどのアプローチもいいかなと

思います。 

○八杖会長 なかなか目に見えてこうだと

いうのが出づらい分野なのではないかなと

思いますけれど、また一緒にいろいろ考えて

いければと思います。ありがとうございます。 

 議題の２については以上ということでよ

ろしいでしょうか。 

 では続きまして、議題の３、第二期成年後

見制度利用促進基本計画に係る中間報告に

ついて、御報告をお願いしたいと思います。

よろしくお願いします。 

○立川権利擁護推進係長 それでは議題３

について説明いたします。 

 第二期成年後見制度利用促進基本計画と

いうのは、冒頭で会長のほうから御説明あり

ましたが、令和４年度から８年度の第二期の

中間に当たる６年度に中間検証が行われま

した。 

 資料３－１の３０ページを御覧ください。

中間検証で挙げられた“今後の対応”に対す

る区等の施策①ということで、右側の区など

の施策のところです。１番については地域福

祉権利擁護事業の実施（権利擁護センターあ

だち）、こちらは後ほど議題４のほうで御説

明いたします。 

 ２番の令和６年実施介護職員研修、こちら

はヘルパー向けの研修となっております。 

 ３番の成年後見制度利用促進地域連携ネ

ットワークの実施、これは先週７月１１日に
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協議会を開催いたしております。 

 ３１ページを御覧ください。４番、成年後

見制度リーフレット配付、今年度リニューア

ルしましたので、６その他のほうで説明いた

します。 

 ５番、あだち区民後見人の養成と支援（成

年後見センターあだち）、こちらは先ほど御

説明いただきました。 

 ６番は、足立区では“足立区高齢者保健福

祉計画”内に明記ということになっておりま

す。 

 ３２ページを御覧ください。足立区では成

年後見制度の認知度について調査を行って

おります。令和６年の真ん中にある３７.

３％という数字、こちらは「聞いたことはあ

るが、内容まではわからない」という方の割

合となっております。この数字が毎年ほとん

ど変わっておらず、こちらのほうをもう少し

減らして、左側の「内容まで知っている」と

いう方の数字を上げていくことが重要かと

思っております。 

 ３３ページ以降については、説明は省略い

たします。 

 以上です。 

○八杖会長 ありがとうございました。利用

促進基本計画に対する区の施策について御

説明をいただきましたが、皆さんのほうで何

か御質問等はあるでしょうか。 

 すみません、今、御説明いただいた資料３

－１というのは審査会用につくられたパワ

ポですか。それとも、区の行政計画とかそう

いったところに組み込むとか、そういった趣

旨のものでしょうか。 

○立川権利擁護推進係長 こちらの資料は、

先週のネットワーク協議会にも出しており

ますが、ネットワーク協議会とこの審査会向

けに作成した資料です。 

○八杖会長 この区などの施策とかという

のが、後ほど御説明いただく課題と目標の中

に組み込まれるということはないのでしょ

うか。今回こうやって整理をしていただいた

のですが、このままですと、ここで整理して、

これで終わって、もうこれ以降は全く目にし

ないことになってしまいそうな気がするの

で、どこかできちんと受け止めておくべきで

はないかなと私は思ったのですが。 

○立川権利擁護推進係長 では、課題と目標

のほうに入れ込むことにいたします。 

○八杖会長 入れることができるものにつ

いては、入れ込んでいただくとよろしいと思

いました。 

 ほか、内容面とか何かございますか。また、

課題と目標のところでも出てくると思いま

すから、もしあればそのときに一緒に御質問

いただくということでよろしいでしょうか。

では、進行を優先させていただきまして、議

題の３番については以上とさせていただき

たいと思います。 

 続きまして、議題の４番、高齢者あんしん

生活支援事業、おひとりさま死後事務支援事

業について、御説明をお願いいたします。 

○加藤権利擁護センターあだち課長 権利

擁護センターあだちの加藤と申します。よろ

しくお願いします。 

 今日は後見制度の会議でありますが、この

場で説明する機会をいただきましたので、高

齢者あんしん生活支援事業と、４月から始ま

ったおひとりさま死後事務支援事業につい

て御説明させていただきます。 

 まず、ピンクのチラシの高齢者あんしん生

活支援事業について説明させていただきま

す。この事業は、足立社会福祉協議会が独自

でやっている事業で、平成１７年から開始し

ています。これは入院の保証人、施設入所の

保証人をやるという事業になっています。 

 開いていただきまして、どんな方が対象と
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なっているかというと、契約内容についてし

っかりと理解できる方等を対象としていま

す。なので、後見制度を利用している方は利

用できません。また、足立区に居住している

６５歳以上のひとり暮らし、支援可能な親族

がいない、不動産収入がなく負債がない、住

民税非課税もしくは介護保険料第７段階以

下という内容に該当する方を対象とした事

業です。 

 支援可能な親族がいないとしていますが、

支援できる親族が全くいないという方はほ

とんどいなくて、遠方に親族がいらっしゃる

方が結構多くて、入院や入所のときの保証人

としてすぐ対応できる方が少ないというこ

とで利用している方が非常に多いかなとい

うところです。 

 費用については、保証人をやるということ

なので、御本人様が入院して、入院費を払え

なくなった場合に、私どもが代わりに入院費

を支払う必要があるので、あらかじめ契約す

る方からお金をお預かりするということで、

７５万円をお預かりします。３月までは５２

万円だったのですが、今、火葬の費用や入院

費用が非常に高くなっているものですから、

４月から７５万円に値上げしております。こ

の内訳としては、火葬費用が大体３０万円、

あと３か月分の入院費ということで、大体１

５万円が３か月分で、合わせて７５万円ぐら

いという設定をしています。 

 こちらの預託金ですが、御本人様が施設入

所した場合には、さらに施設入所、月額の利

用料分をさらに３か月分としてお預かりす

るので、施設利用毎月１０万円であれば、３

か月分の３０万円をさらにお預かりして、合

わせて１０５万円をお預かりする必要があ

ります。 

 そして、実際に契約した場合にかかる費用

が以下になっています。年会費１万２,００

０円、あんしんサービス、生活支援サービス

は１時間に２,０００円、書類預かりサービ

スは１か月１,０００円ということで、こち

らも３月までは年会費２,４００円、あんし

んサービス、生活支援サービスも１時間１,

０００円だったのですが、独自財源を使って

寄附などでこの事業を運営しているところ

で、かなり赤字の事業であったものですから、

値上げさせていただいております。 

 あと、これは利用料とは関係ないのですけ

ども、契約前にお墓を用意していただくとか、

あと遺言書をつくるので、遺言執行者への報

酬とか、あと公証役場に払う遺言書作成費用

が別途必要となっています。 

 具体的に何をするかというのが右側のペ

ージになります。基本的には月１回の電話、

あと半年１回の御訪問で御様子をうかがう。

それが通常行う事業で、あとはもし本人が入

所した場合にはあんしんサービスというこ

とで、保証人を行うことや、あとは緊急時に

どなたに連絡してほしいというのをあらか

じめ聞いておきますので、その方に連絡をす

る。 

 あと、入院セットというのは衣類とか、最

近レンタルが多いのですが、そういったもの

をセットで用意しておいていただければ、そ

れをお届けするとか、入院費用の支払いをす

るとか、あと入院の医療説明というのが必要

であれば、同席の依頼があれば同席するとか、

あと電気・ガス・水道というのは長期の入院

であれば止めるとか、新聞を止めるとか、ヤ

クルトを止めるとか、そういったことも行っ

ています。 

 あと、施設入所も同様に、保証人に準じた

支援を行っています。 

 それとは別で、普通に生活支援サービスと

いうのもやっておりまして、例えば骨折した、

歩けないとかで預貯金を払い戻してほしい
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とかというのをお手伝いするのが生活支援

サービスです。 

 あと、郵便物の確認とか、区役所への手続

の代行とか、弁護士、司法書士等の専門家へ

の仲介というところを行っています。 

 あと、書類等預かりサービスということで、

大切なものがあれば、うちが契約している銀

行の貸金庫で重要書類を預かるというサー

ビスをしています。 

 入院、入所のときに保証人を行いますが、

万が一、亡くなった場合にもその後をお手伝

いする必要があるので、あらかじめ公正証書

遺言というのをつくって、残った財産や家財

の処分なども一緒に行っています。そのため、

遺言執行者を司法書士の先生に依頼して、う

ちのセンターと協力して死後事務を行って

います。 

 このパンフレットの一番裏に書いている

のですが、大体利用までが３か月から６か月

ということで、御本人様の情報を聞き取る以

外にも公正証書遺言を作るので、遺言の遺贈

先をどこにするかというのが、御本人様が決

まってないとか、あとはお墓がないとかであ

ると、お墓をどこか契約するとかというお話

が、契約前に準備する段階で必要になってく

るので、早くても３か月、長ければ６か月、

１年ぐらいかけて契約する方もいらっしゃ

います。 

 これが高齢者あんしん生活支援事業にな

ります。 

 この事業をやっている中で、預託金５２万

円を、こんなに大きな金額払いたくないとか、

６５歳未満の方も使いたい、保証人は遠い親

族や知り合いがやってくれるので、死後事務

だけやっていただきたいという声が結構あ

りましたので、この４月からおひとりさま死

後事務支援事業というのを開始しています。 

 これは高齢者あんしん生活支援事業の、元

気なうちの入院などのサポートがなくて、死

後事務だけをやるという事業です。葬儀、納

骨、家財処分、残った財産の遺贈、未払金の

精算、見守りなどというのは、高齢者あんし

ん生活支援事業の亡くなった後と同じもの

になります。 

 裏面を見ていただいて、利用できる方とい

うのが、この事業が死後事務のお金を、保険

を利用してやるというところから、保険の申

込み要件が必要になってきます。５番にあり

ますとおり、要介護３以上とか、認知症診断

のある方とか、がん完治後５年経過していな

い方は保険に契約できないので、この事業の

対象とはしていないというところが異なり

ます。 

 また、保険の申込み要件が４０歳以上にな

っていますので、１番にもありますとおり、

４０歳から９０歳未満の方が契約できると

いうことで、幅広い方を対象とできるように

なっています。 

 あと、月額で保険の支払いを行って、死後

事務のお金にするというところで、月額の利

用料を設定しています。これは年齢、また健

康状態によって異なりますので、お元気な方

だと３,０００円から５,０００円、そして少

し病気があるとなってくると保険料が５割

増し、３割増という形になりますので、８０

代で病気がいっぱいありますということに

なると５割増しということで、７,５００円

という方もいらっしゃいます。 

 基本的には、利用料というのは契約時の利

用料がそのままになりますので、若いうちに

加入していただければ、その金額がそのまま

亡くなるまで続きますということになりま

す。 

 あとはこちらも公正証書遺言を作ります

し、死後事務委任契約の公正証書も作ります

ので、その作成費用がこの月額利用料とは別
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に必要となっています。 

 このおひとりさま死後事務支援事業は４

月から始まって、今やっと４件ぐらいが契約

準備に進んでいるところで、１件、もう少し

で契約できるかなというところになってい

ます。 

 あと、すみません、先ほどの高齢者あんし

ん生活支援事業というのは、今７０名が契約

している状況です。ということで、お元気な

うちに最後のことを決めておくと、後見制度

を使う段階になったときに最後のことが決

まっていると、そのまま生きているうちは後

見人にやっていただいて、おひとりさま死後

事務支援事業を契約しておいていただけれ

ば、最後スムーズに引き継げるのかなと思い

ますので、後見の対象者になる前の方を対象

としていますが、そういった方がいらっしゃ

ったら、御紹介していただければと思ってい

ます。どうぞよろしくお願いします。 

○八杖会長 ありがとうございました。この

審査会で今の御報告をいただいた趣旨とい

うのは、足立区における総合的な権利擁護支

援策の一環として、こういった権利擁護支援

策を新しく始めること、あるいはリニューア

ルしたということと、今、最後にお話しいた

だいた、成年後見制度を使う前のもっと元気

な段階に準備をしていただいてということ

で、関係があるということで御報告をいただ

いたと認識しましたけど、そういうことでよ

ろしかったでしょうか。ありがとうございま

す。 

 今２つの制度について御説明がございま

したが、委員の先生方、御質問や補足等あり

ましたらお願いをしたいと思いますけど、い

かがでしょうか。 

○矢頭副会長 いいですか。 

○八杖会長 矢頭さん、お願いします。 

○矢頭副会長 矢頭です。このおひとり死後

事務支援事業は、預託金はお預かりしないの

ですか。 

○加藤権利擁護センターあだち課長 しな

いです。そのまま月額の利用料でやるという

ことです。 

○矢頭副会長 月額利用料を何とかためて

いって、葬儀費用とかを。 

○加藤権利擁護センターあだち課長 月額

利用料を保険料として、保険金でやるという

形です。最後の場合。 

○矢頭副会長 了解です。 

○加藤権利擁護センターあだち課長 ちな

みに、先ほど御説明しなかったのですが、契

約時に判断能力がしっかりしている人を契

約の対象としていますが、その後、もちろん

認知症になるとか、がんになってもそのまま

契約は継続になりますので、よろしくお願い

します。 

○八杖会長 それは成年後見制度に将来的

につながった場合にも、死後事務に関しては

継続していくということですね。 

○加藤権利擁護センターあだち課長 その

まま残る。 

○八杖会長 一方、高齢者あんしん生活支援

事業のほうは成年後見制度を使うというこ

とになると、どのようになるのでしょうか。 

○加藤権利擁護センターあだち課長 現状

は、後見人がいれば保証人にはなれないです

けども、保証人に準じるような形で包括的な

代理権を持っていらっしゃれば、この事業を

解約して後見制度に移行するという形を取

っています。 

○八杖会長 そこのところをどんな形で成

年後見制度と連携していくのかというとこ

ろは、もう少しいろいろ考えていく必要があ

るのではないかなと思っております。 

 ほかいかがでしょうか。これは今、各地で、

冒頭身寄りのない方への対応で、新日自みた
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いなのが提案があったというお話をしまし

たけれど、身寄りがない人的なところで非常

に力を発揮するような事業ではないかなと

思っておりますけれど、何かございますか。

大丈夫ですか。 

○加藤権利擁護センターあだち課長 ちな

みに、すみません、この事業をつくる上で公

証人の髙木先生にもいろいろ御相談させて

いただいて、死後事務委任契約の内容とかを

つくり上げていきましたので、先生にも改め

てお礼を申し上げたいと思います。ありがと

うございました。 

○八杖会長 何かございますか、一言。大丈

夫ですか。 

○髙木委員 いい制度をつくっているな、ま

た、健闘しているなと思って出ておるところ

ですから。大丈夫です。ありがとうございま

す。 

○八杖会長 矢頭さん、いかがでしょうか。 

○矢頭副会長 すみません、矢頭です。 

 キャパシティー、つまり社協側の人的な中

で、この事業がどこまで受けられるのか。あ

んしん生活事業はそんなに多くの案件を受

けにくいかなと思うのですが、おひとりさま

のほうは保険対応でいけるので、またある意

味では常時、手間暇かかるわけではないので、

それなりの案件を受けられるのかなと思っ

たのですが、いかがですか。 

○加藤権利擁護センターあだち課長 その

とおりで、高齢者あんしん生活支援事業とい

うのは、入院したらお電話するとか、必ず２

人体制でおうちに入っていろんなものを届

けるとか、手続をするとか、郵便物を確認す

るとか、かなり困難なことが多くて、限られ

た人員の中では難しいというところで、こち

らの事業であれば死後事務だけになるので、

それはある程度司法書士の先生と連携する

ところはありますが、件数はかなり受けられ

るというか、死後事務にしても毎日のように

やることではなくなるので、受けることがで

きるなと思っていて、こちらの事業を開始し

たという経緯もあります。 

○矢頭副会長 すみません。ということは、

民間の身元保証事業と組み合わせて、死後事

務はこっちでやるから、生きている間だけそ

ちらでやるという組合せ的なやり方もでき

るのではないか。つまり、一番危ういのが、

民間の死後事務、きちんと清算されるのかど

うかといったところなので、そういったどう

しても民間の身元保証事業を利用しなけれ

ばいけない場合に、ここを利用してもらうと

いうのも考えられるかなと今思いました。 

 以上です。 

○加藤権利擁護センターあだち課長 あり

がとうございます。初めてその考え方を聞き

ましたので、検討していけたらと思います。 

○八杖会長 そうは言ってもといいますか、

民間の事業者の見極めが今少し難しい状況

なので、あんしん生活でやっていることと同

じことを民間事業者に期待できるのかどう

か、そこはしっかり見極めをしないと、死後

事務は確実に保険で履行できるかもしれな

いけれど、その前の段階が全然できないとか、

あるいは成年後見制度につながっていかな

いということもありますので、一つの今後の

選択肢にはなるかと思いますが、いろいろ見

極めをしっかりして、正しく全体でどんなふ

うにこの事業を使っていけるのか、成年後見

制度の連携も含めて御検討いただく必要が

あるのかなと思いました。 

 以上です。 

 では、よろしいですかね。議題の４番は以

上とさせていただきまして、続きまして、議

題の５番、課題と目標の進捗状況について御

説明をお願いいたします。 

○立川権利擁護推進係長 権利擁護推進係
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長、立川です。 

 それでは、議題５、課題と目標の進捗状況

について御説明いたします。３６ページ、資

料５を御覧ください。 

 昨年度までこちらのほうで出していた資

料はワードでしたが、エクセルに改めて見や

すくしてみました。それぞれの項目に対して、

課題、目標、対策案を表形式で示して、対策

案については本年６月末の進捗状況を、実施

は黒丸（●）、着手は白丸（〇）、計画は三

角（△）で示しております。 

 例えば、後ほど議題６その他でも触れます

が、（２）広報の対策案、成年後見制度パン

フレットの見直し、これについて前回、この

会議では白丸（〇）・着手でしたが、今年度

早々にリニューアルしましたので、黒丸

（●）・実施としました。現物は本日席上に

配付させていただきましたが、区長のチェッ

クを経て完成しております。 

 簡単ですが、以上で議題５、課題と目標の

進捗状況についての説明を終わります。 

○八杖会長 ありがとうございます。この間、

進捗で変わったところとか、例えばパンフレ

ットが新しくできたのが、広報の見直しのと

ころですかね。 

○立川権利擁護推進係長 はい。ここだけで

す。 

○八杖会長 パンフレットは御説明されま

すか。後にしますか。 

○立川権利擁護推進係長 後で説明いたし

ます。 

○八杖会長 今説明していただいてよろし

いかと思いますけれど、パンフレットについ

ては。後のほうがいいですか。 

○平成年後見センターあだち課長 では、す

みません、成年後見センターの平からパンフ

レットの説明をさせていただきます。 

 今回すこやかプラザあだちに移転すると

いうことが決まりましたので、前使っていた

ものが本当に十何年同じものをずっと使っ

ていたというところもあり、このタイミング

に合わせてパンフレットの中身をリニュー

アルいたしました。 

 これは申立者向けのパンフレットです。で

すので、窓口に来た方とか、いろんなところ

に来た方が、後見制度は何なのかという情報

をどのぐらい載せているのか、どうというと

ころが難しくて、これでも足りないと言われ

れば足りないですし、かといって冊子のよう

になると、今度は情報量が多過ぎてというと

ころもあるので、私たちがふだん窓口で説明

できる範囲、プラスアルファの実際に申立て

となったときは、家裁の書類を見ながらお話

しさせていただくので、入り口というところ

で考えて作っております。 

 中身に関しては、私たち成年後見センター

や、あと区の権利擁護推進係とも一緒に話を

して、区のデザイナー、シティプロモーショ

ン課にも入っていただいて、見やすい、分か

りやすいというところで検討して作りまし

た。 

 前のものと比べると、私の中で違うかなと

思ったのが、見開いて、「法定後見制度を利

用するにあたり、事前に確認しておきたいこ

と」というところを１、２、３というふうに

加えた点が、以前のパンフレットとは違うと

ころで、ここは申立てする上では事前に考え

ていただきたいですし、一番気になるところ

なので、そこを付け加えたことで、説明もす

ごくしやすくなったかなと思っております。 

 これだと当事者向けのパンフレットでは

ないので、当事者の方に分かりにくいという

お声もきっとあるかなと思うのですけれど、

当事者も誰を対象として作るのかというと

ころが難しいです。高齢者なのか、知的障が

い者なのか、精神障がいの方なのかというと
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ころで変わってきます。今は現場のほうで高

齢者のお宅に行くときは、これだと分かりに

くいので、これプラス、もうちょっと簡単に

書いた資料を持っていったり、障がいのある

方、知的障がいの方ですと、国のほうで作っ

ている、障がい者向けの分かりやすい説明の

資料など、あと紙芝居のようなものを使った

りして説明するようにしております。 

 以上です。 

○八杖会長 ありがとうございます。課題と

目標の広報のところを見ると、課題として、

制度の短所や費用面がきちんと説明された

資料が少ない。２つ目として、利用者（被後

見人）向けの説明資料が少ない。各関係者が、

成年後見制度を直接区民に紹介することに

戸惑いを感じているという課題が挙げられ

ておりましたが、今の御説明からすると、こ

れとは別の観点から、今回も古くなってしま

ったパンフレットを見直したという御説明

になるのかなと思ったのですが、その点はい

かがですか。 

○平成年後見センターあだち課長 すみま

せん。でも、そのとおりでございます。 

○矢頭副会長 改正もあるし。 

○八杖会長 また改めて。ただ、あえて言う

のであれば、各関係者が区民の方に説明する、

特に申立てをする方に説明するという観点

からは、恐らく１０年前のパンフレットと比

較して分かりやすくなっていたりという工

夫があるわけですよね。 

○平成年後見センターあだち課長 はい。 

○八杖会長 なので、一応課題と目標という

整理をいろいろしているから、そこにどんな

感じで関わって各施策を進めているか。それ

は先ほどのあんしん事業と同じですけれど、

それを少し気にしながら進めていけるとよ

いのかなと思いましたので、これはこれ自体

で大変いいことだと思っているので、少し気

になりましたから、あえて質問をさせていた

だきました。 

 これは今後、今までのパンフレットを置い

ているところにそのまま全部差し替えみた

いな形で配るのですか。 

○平成年後見センターあだち課長 はい。 

○八杖会長 このパンフレットのためだけ

に、何か新たな企画を考えたりというところ

までは考えられませんでしたか。 

○平成年後見センターあだち課長 そこま

では。 

○八杖会長 分かりました。ありがとうござ

います。 

 ほかは後で出てきますけど、協議会という

のが課題と目標にはありますよね。３のとこ

ろで、「委員数が限られ、職種、制度の理解

力に偏りがある」「開催回数が少なく、コミ

ュニケーションが不足している」「裁判所と

の連携がとれていない」ということが課題で

この協議会を進めていると思いますが、この

協議会の御報告が次の議題であると思いま

す。ここで一緒に御報告いただけるのがよろ

しいかなと思いますけど、いかがでしょうか。 

○立川権利擁護推進係長 それでは、ネット

ワーク協議会の開催結果について、御報告い

たします。４０ページ、資料６、こちらはネ

ットワーク協議会の次第になっております。 

 先週７月１１日に開催いたしました。現在

１７名の委員で構成されておりまして、当日

はそのうち１３名の委員の方が出席されま

した。弁護士、司法書士、社会福祉士、医師

会、福祉施設、金融機関、消費者センターな

ど、様々な職種の方がメンバーとなっており

ます。ネットワーク協議会設置要綱上、活動

期間は２年となっており、新たな期間が始ま

りましたので、まず会長、副会長の選出をい

たしました。会長には弁護士の森川委員が委

員の互選により選ばれ、副会長には司法書士
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の髙野委員が会長から指名されました。新し

い方も何名かいらっしゃいましたので、自己

紹介を兼ねて、それぞれの立場で御意見をい

ただきました。 

 議事３と４については、この制度審査会と

重なりますので、省略させていただきます。 

 議事５、マイナ保険証の運用について、と

りわけマイナンバーカードと保険証の一体

化についてはたくさん意見交換ができまし

た。本人が自己管理できるような人なら本人

が、できなければ後見人や施設で管理となる

のだけれど、後見人や施設としてはなるべく

管理したくない。したがって、当面はマイナ

ンバーカードではなく、資格確認書で対応し

ていくつもりであるとか、医療機関としては、

マイナンバーカードにひもづけられている

医療情報（病歴、手術歴、服薬歴など）はと

ても有用なので、マイナンバーカードとは切

り離して、そういった情報が入手できればよ

いとか、そういった意見が出ました。 

 議事６の成年後見制度の円滑な運営にか

かる課題等については、①成年後見は知られ

ているが、保佐・補助の認知度は高くない。

もっと周知が必要。②後見人の成り手不足が

深刻。一方、件数は増えている。親族はなれ

ないと思っている人も多いので、さらなる周

知を図るべき。③支援チームのつくり方を検

討していきたい。例えば区民後見人には見守

りなどを依頼し、専門職後見人が金銭管理な

どその他の事業を行うなど、チームアップし

ていくのはどうかという意見がありました。 

 個人的な感想で申し訳ありませんが、有意

義な会議であったと思っております。 

 以上が、ネットワーク協議会の開催結果に

ついての説明となります。 

○八杖会長 ありがとうございます。この会

は特別に何かテーマが設定されたりという

ところはなくて、第１回だったから皆さんか

ら自由に意見を聞くような感じなのですか。 

○立川権利擁護推進係長 はい、そうです。 

○八杖会長 なるほど。分かりました。委員

の方が代わられたりということもありまし

たけど、職種的に新しく入ってこられた委員、

金融機関とかはそうなのですか。 

○立川権利擁護推進係長 金融機関もメン

バーですが、当日は参加されませんでした。 

○八杖会長 その他、今までになかった職種

で入ってこられたところはありましたか。 

○小林権利擁護推進係員 権利擁護推進係

の小林です。 

 新しいメンバーの追加というと、福祉まる

ごと相談課の川津担当係長が該当するので

すが、昨年度も協力員として参加していただ

いていました。変化があったのは、今までは

医師会の委員について、事務局の方が来てい

ただいていたのですが、クリニックの院長先

生が参加していただくようになりました。そ

れでマイナ保険証の運用について、医療機関

の目線や、後見人目線でのメリットやリスク

についてお話をしていただきました。 

 以上です。 

○八杖会長 ありがとうございます。今回は

矢頭さんは御参加されたのですか。 

○矢頭副会長 前回で終わりました。 

○八杖会長 分かりました。医療機関が入っ

てきたのは、一つ今後の医療機関との連携も

考えながらということだと思いますので、次

回以降のテーマ設定はどんな感じで進めて

いくのか意識をして、課題が解決されるよう

な形で協議会を運営していくことを見守り

たいなと思っております。ありがとうござい

ました。 

 今、課題と目標のところ等を含めて、最後

のところのその他もやっているのですが、皆

さんのほうでこの課題と目標のところ、今日

いろいろな御意見が出たところも、区民後見
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人とか、苦情とかいろいろあったかと思いま

すが、何かございますか。よろしいですか。

大丈夫ですか。 

 では、議題の５番は以上とさせていただき

まして、議題の６番で残っているものについ

て御説明をいただきたいと思います。じぶん

ノートですかね。よろしくお願いします。 

○立川権利擁護推進係長 権利擁護推進係

長の立川です。 

 それでは、じぶんノートについて御説明い

たします。 

 令和５年度より、それまでのエンディング

ノートに代わり、じぶんノートを発行してお

ります。今年度は７,０００部作成し、我々

の窓口以外に、各区民事務所、各地域包括支

援センターなどで配布しております。また、

包括では、じぶんノートを活用した老い支度

講座を開催しております。今年度版は、医療

介護連携課をはじめ、成年後見センターあだ

ち、基幹包括支援センター、江北保健センタ

ーがこちらのすこやかプラザあだちに移転

しましたので、３３ページに各種相談窓口と

いうのがありまして、こちらの電話番号が変

更になっております。また、電話で話すこと

が難しい方への配慮として、今回からファク

ス番号も新たに載せております。来年度版に

ついても、空き家対策やペット信託について

入れ込む予定となっております。 

 なお、成年後見制度については、２４ペー

ジの下段に記載があります。 

 今年度もあだち区民まつり「A-Festa 2025」

の特設ブースで記入体験をしていただく予

定でおります。ちなみに、昨年度はこの A-

Festaに約２００人の方に参加していただき

ました。 

 じぶんノートについての説明は以上にな

ります。 

○八杖会長 ありがとうございます。じぶん

ノートにつきまして何か御質問などがあっ

たら、お願いしたいと思います。 

 こちらも意思決定支援を踏まえた本人意

思の推定というところ、ＡＣＰも含めてです

けれど、そのために非常に大切なツールにな

る、要するに本人がどうしたいかということ

をしっかり示してもらうものだと思います。

ですから、じぶんノートを作ったのは大変す

ばらしいことで、それをほかの制度との関係

で、足立区でどう位置づけて、どう活用して

いくのかというところを一緒にやっていか

ないと、とてももったいない話になってしま

います。 

 先ほど少し思ったのは、内容が新しくなっ

てきますというお話がありましたけれど、新

しくなったら作り直すのでしょうか。そうい

う疑問を多分持たれる方がいらっしゃった

りとか、どう活用していくのかというところ

をいろいろ御整理いただきたいなと思いま

した。従来から御整理いただいていたとは思

いますが、なおそこに力を入れていただくと、

とても大切なツールになっていくのではな

いかなと思っております。 

 私の話も含めて御意見とか、私の話おかし

いよみたいな話もあったらお願いしたいと

思いますけれど、いかがでしょうか。 

○矢頭副会長 最近、相続の関係で、インタ

ーネット口座とかはいいのですけれども、ネ

ットで全部取引する資産の存在を把握する

のが非常に難しくなってきています。 

○八杖会長 ビットコインとか。 

○矢頭副会長 そうですね。ですので、そう

いったものを何らかの形でこの中に入れ込

むということも、今後御検討いただくとあり

がたいのかなと思います。例えば今、ＮＩＳ

Ａも全部ネットでやりますので、そういうの

とか、それから様々なネット上の商品、そこ

が窓口になっているところが結構あるので、
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そういったきっかけというか、そういったも

のがここに出てくるとありがたかなと思い

ました。 

○八杖会長 ありがとうございます。活用の

仕方の一つとして重要かなと思います。 

 あと、これは書いた後、誰が見ることを予

定していますか。これかなり書くことになっ

ているから、結構隠したいことも書く内容で

すよね。そうすると、隠してしまう人とかも

実際にいそうな気もするのですが、そうする

と発見されないということもあり得そうで、

その辺り、何かお聞きになっていることとか

ありますか。 

○立川権利擁護推進係長 立川です。 

 銀行口座とか残高とか、書きたくないとい

う声は聞いたことがあります。おひとり暮ら

しの方は別ですが、家族と一緒に住んでいる

方については、あらかじめここにあるよと伝

えておいたほうが良いと推奨しています。 

○八杖会長 やっぱり万が一のときに、御本

人の意思が分かるように残すものだと思う

ので、その万が一が到来したときに、実際に

どう使われるのかというのをいろいろシミ

ュレーションしたいところですよね。救急の

人が発見できるのかなとか。 

 ほかの自治体の取組では、こんなに詳細で

はないのですけれど、緊急連絡先や希望する

医療などを書いたものを冷蔵庫にしまって

おくという取組で、自治体としては冷蔵庫に

しまってありますというマグネットシール

を作って、それを冷蔵庫に貼るということを

やっている自治体があるという話をこの間

聞いて、救急車でやってときに、救急隊員の

方は冷蔵庫を見て、そのシールが貼ってあれ

ば、あっ、冷蔵庫の中だと出して使えるみた

いな、そんなこともやっておられるとお聞き

しました。 

○結城地域福祉部長 先生、足立区もやって

おります。 

○八杖会長 足立区もあるのですか。 

○結城地域福祉部長 はい。玄関に貼ってお

いてですね。 

 社協の結城でございます。 

 今の話ですけども、無料で高齢者の方にお

配りして、ペットボトル型の紙にいろんなこ

とを書いて冷蔵庫に入れておくのです。あと、

玄関の開けたところにシールを貼っておい

て、それがありますというのを、冷蔵庫に貼

っておくと、救急隊がそれを見て連絡をした

りということができるので、今おっしゃると

おり、こういったものもありましたらうまく

入れられるといいかもしれませんよね。 

 以上です。 

○八杖会長 それは冷蔵庫に丸めて入れる

のも大変な感じがしますけれど。でも、同じ

ように、こんなふうにじぶんノートも活用し

ていきましょうみたいなのを示せるといい

ですよね。もしそういったことが、アイデア

もう出ていますみたいな話があったら、また

次回以降、教えていただきたいと思います。 

○大輪委員 一言。 

○八杖会長 お願いします。 

○大輪委員 銀行口座とか書いてあるペー

ジの使い方ですけど、袋とじにするといいで

すよというアドバイスをしている方もいま

す。周りにのりづけをして、そこだけ閉じて

おくと、開いたときには分からないというこ

となので、そういう使い方もありますよとい

う御説明などを地域包括の方がされるとよ

りいいかなと思います。 

○結城地域福祉部長 ありがとうございま

す。 

○八杖会長 一度、どうやって使うかブレー

ンストーミングを、ここで１時間ぐらいやる

と、すごいいいことになるのではないかなと

思ったりもしますので、工夫をしていただけ
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ればと思います。ありがとうございました。

もう時間も過ぎておりますので、本日の議事

は以上とさせていただきたいと思いますが、

よろしいでしょうか。 

 では、進行を事務局へお返しします。 

○立川権利擁護推進係長 八杖会長ありが

とうございました。 

 それでは、以上をもちまして、本日の審査

会を終了させていただきます。円滑な議事進

行に御協力いただき、ありがとうございまし

た。 

 議事録については、事務局が作成し、後日、

各委員に御確認いただきますので、御協力を

お願いいたします。 

 最後に、次回は１１月１３日木曜日午後２

時からで、場所はこちらの予定となっており

ますので、よろしくお願いします。 

 本日はありがとうございました。 

 お車でいらっしゃった方は受付で駐車券

を発行いたしますので、おっしゃってくださ

い。 

 

（ 閉 会 ） 


